
美しい日本を守り育て作る

環境共生の知恵・地域に固有の文化

2005年度農村計画委員会活動報告
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国土面積 3,778万ha

総人口 12,770万人

東経154°
東経123°

北緯45°

北緯20°

都市計画区域面積920万ha≒ 24%
非都市計画区域≒2900haが農山漁村

農家人口1346万人：10%!!

農村計画の対象エリア



農村計画・研究のキーワード
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民家・伝統建築の活用
住空間と集落空間

地域施設

生活空間

市町村合併

土地利用

農村振興計画

環境管理

環境学習 環境資産保全継承

集落景観
定住政策

都市農村交流
グリーンツーリズム

まちづくり・地域づくり

住民参加
ワークショップ

海外の住居と集落

民家

住環境

中山間地域

地域コミュニティ

地域資源

環境資産

ラーバンの実態

むらづくり

エコシステム

最近のキーワード
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農村計画メンバー／推薦＋公募／およそ120名（会員数37000人の3%）

本委員会／70定年・2期4年／35名

農村計画情報交流小委員会／10

田園建築・景観デザイン小委員会／14

農村エコシステム小委員会／15

集住文化小委員会／15

環境教育研究会/12

農村計画システム小委員会／12
農村企画
WG

ルーラルネット
WG

アジア農村
フォーラムWGラーバンデザイン小委員会／15

ラーバン出版企画WG

農村計画委員会組織

06年度改組



①国内外の農村計画上の学術情報交流の拠点を形成する
②わが国の農村集落のデジタルアーカイブを作成する
→ウェブ上に「美しい農村集落デジタルアーカイブ」作成
③農村集落における国際的なデザインワークショップを支援
する

農村計画情報交流小委員会／10

農村・都市を連続的に対象とする新たな計画システムの構

築←都市及び縁辺部の空洞化、過疎地域崩壊の危機に対応

農村計画システム小委員会／12

①人間活動によって支えられる農村エコシステムの全体像
の解明
②集落域におけるエコシステムの全体像の解明
③農村エコシステムを持続的に維持するための計画論確立

農村エコシステム小委員会／15



①田園建築の地域特性と環境共生的・生活文化的な建築のデ

ザイン手法に関する調査研究

②ヴァナキュラー性を有する田園建築について、事例分析に

よる２１世紀の建築像を検討

③建築とランドスケープの調和した景観形成に資するデザイ

ン・計画手法についてのシンポ開催

田園建築・景観デザイン小委員会／14

①多民族が居住するアジアに残されている自然環境と人間と

の共生／自然環境を持続的、循環的に活用／アジアの多様

な集住文化について計画論的視点から比較分析／健康で快

適な生活環境を形成

②アジアの集住文化に関する研究成果の資料収集・整理

集住文化小委員会／15



①日本型ラーバンの研究フレームの整理

②海外事例に見るラーバンの要件整理

③ラーバンデザインのためのコンセプト構築

④ラーバン実現化のための諸問題の検討

ラーバンデザイン小委員会／15

科研「児童生徒の農的体験を通じた環境教育に関する研
究」（平成11－13年度）→2002年度大会研究協議会「子ど
もの農的体験からみた学校・地域環境づくりの新たな展
望」の成果を踏まえ、①出版企画、編集、②公開研究会を
通し、環境教育の普及

環境教育研究会/12

ラーバン出版企画WG



全国の会員＆各地の農村計画メンバーとの研究交流

②農村計画メンバーへのメイリングの充実
③ホームページの充実

ホームページ・メイリングの充実

ルーラルネットWG
＆

情報交流小委
デジタルアーカイブ
プラットホーム構築

委員長便り
■20060105 NO.12 ■20051007 NO.11
■20080826 NO.10 ■20050725 NO.9
■20050510 NO.8 ■20041211 NO.7
■20041124 NO.6 ■20041012 NO.5
■20040921 NO.4 ■20040703 NO.3
■20040512 NO.2 ■20040410 NO.1

①地方で
公開の
研究会
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主な活動11

春季学術研究会では、若手研
究者のフィールドノートを中心
に、新しい視点、新しい発見、
最新の成果について報告を受
け、集落空間の魅力を記述す
る方法について共通の認識を
深めた
翌日は、現地を訪ね、フィール
ドノートを実践し、議論の内容
を実感するとともに、フィールド
ノートの有効性を確認した

美しい集落：沖縄編
公開研究会 05年6月 那覇市ぶんかテンブス館

本委員会

30名
の
参
加
者
が

フィ
ール
ドノ
ート
発
表



主な活動12



農村計画情報交流小委員会

田園建築・景観デザイン小委員会

農村エコシステム小委員会

集住文化小委員会

環境教育研究会

農村計画システム小委員会

ラーバンデザイン小委員会

農村企画WG

ルーラルネットWG

アジア農村フォーラムWG

일본건축학회는 120년의 역사가 있어, 회원수는 3700명으로, 
건축분야에서 가장 권위가 있는 학회입니다.
일본건축학회에서는 지역별 지부, 분야별 조사연구위원회, 특정과제
연구회가 있습니다.
농촌계획위원회는, 분야별 조사연구위원회의 하나로, 등록회원은
120명입니다.
농촌계획위원회 안에는 7소위원회, 3WG가 있습니다. 03년에
한국에서 연구회를 열었던 것이 집주문화소위원회, 주사 岡田 선생님, 
04년에 한국농촌건축학회를 맞이한 것이, 농촌에코소위원회 주사・
沼野 선생님 ,  금년은 ,  鎌田 선생님이 주사인 ラーバン
디자인소위원회가 중심으로 연구회를 설정하였습니다. 일본과 한국, 
아시아와의 연구회 창구가,  川嶋 선생님이 주사로 계신
아시아농촌포럼WG가 됩니다.
내년도는 조직을 재검토하여 새로운 체재로 할 예정입니다. 
한국농촌건축학회와의 교류를 강화하여, 일본, 한국, 아시아에 있는
공통과제의 해결을 향해, 학술교류를 한층 더 발전시키려고 합니다.

日韓公開研究交流会
05年6月 韓国・慶州教育文化会館

ラーバンデザイン小委

主な活動21



韓国農村建築学会と農村計画委
員会の交流は1991年に始まる。

韓国の経済発展に伴い、

日本の農村整備が手本とされ、

さらに共通の課題について研究
交換が始まった。

2001：韓国・南部

2002：日本・九州

2003：韓国・清州

2004：日本・東北

2005：韓国・慶州

と相互訪問の研究会が定着。

05年度は、ラーバンエリアを
テーマに、農村の伝統文化と都
市発展の調和について交換

広くアジアに視野を広げ、
共通のテーマで研究交換
・国際交流をはかる

アジア農村フォーラム
WG

主な活動22



近畿大会農村計画協議会
集住の知恵と環境共生デザイン

集住文化小委

日本を含めたアジアの各地
域で継承されている多様な
集住文化を計画論的な視点
よりまとめたキーワード集
「集住の知恵 －美しく住む
かたち」が7月に刊行された



Ⅰ 立地を読み解く、環境に適応する、自然＞人
いぐね・うろこ状干拓・かいにょ・桂垣・カレーズ・腰当の森・里山・散居・照葉樹
林文化・棚田・溜井・溜池・築地松・風水・福木・間垣・水塚・水舟・輪中

Ⅱ 自然と住み合う、自然を活用する、人＞自然
石垣・板倉・うこぎ垣・オンドル・カナッドとルアンタイ・かっちょ・かわ・カン・ク
リーク・ゲル・こみせ・高床式住居・たねんぼ・デチョン・天水・通り庭・版築・ま
いまい井戸・茅亭・ヤオトン・雪ムロ

Ⅲ 集まって住む形、集住を仕掛ける、人・人
アシビナー・隠居・うだつ・馬屋・隠地・共食儀礼・集団季節移住・出作り小屋・ト
ネヤ・土楼・庭田植え・農村舞台・ばったり・舟小屋・方言地名・結・若衆宿

Ⅳ 集まって住む形、集住を仕掛ける、人・神
アサギ・御嶽・産土神の村・カーンツァイバーン・神楽・カミヤマカムミチ・川祭
り・結界・シーサーと石敢當・地蔵盆・水神・スージーグァーの町・中門造り・チョ
ルテン・鎮守の杜・ナワサンガ・虫送り・雷電講・来訪神の村

集住の知恵・76キーワード

協議会では、これを題材にして、環境共生のための現代
的な課題、デザイン論の議論を深めた



近畿大会PD：農村計画＋特別研究委

本PDでは、震災直後の農山村集落の
人々の行動を概観したうえで、震災
後の居住支援にテーマを絞り、避難
施設、仮設住宅、被災住宅の復旧・
再建について、新潟県中越大震災、
阪神淡路大震災や各地の自然災害に
おける具体的事例をもとに議論を深
め、そのうえで、震災半年を過ぎた
後の集落の人々の暮らしについての
報告をもとに、農村計画委員会、農
山漁村集落災害復旧支援特別研究委
員会として取り上げるべき次のテー
マについて意見を交換した。



主な活動３

05年1月 農村計画委員会・中越地震緊急報告を始まりに

05年4月 中越復興シンポで報告・中越被災地調査

05年6・7・8・9・10月・・ 玄界島被災地調査・ワークショップ・シンポジウム・懇談
会・研究会継続

05年7月におけるスリランカ津波被災地調査報告
05年9月 特別研究委員会小委員会：大会協議会「中越地震」で報告

05年10月 淡路島復興住宅調査

05年10月 建築学会「中山間地域等の地震防災と復興対策への提言」

06年1月 公開研究会・自然災害で居住地が甚大な被害を受

けた農山漁村集落の再建計画

06年1月 豊岡洪水被災調査ほか

被災集落調査・支援活動
農村計画委員会＋特別研究委員会



主な活動4
甚大な被害を受けた

農山漁村集落の再建を考える
公開研究会 06年1月 建築学会
農村本委＋特別研究委

06年度技術部門設計競技は「自然災害で居住地が甚大な被害を受けた農山漁
村集落の再建計画」である。これは、最近の福岡県西方沖地震、新潟県中越地
震など、たび重なる自然災害で農山漁村集落が被害を受けていることに鑑み、集
落復興、集落再建のアイデアを交換し、集落復興・集落再建計画技術の発展をう
ながすことを目指している。
本研究会では、新潟県中越、福岡県玄界島を事例とした復興計画の報告、なら
びに05年10月に出された「中山間地域等の地震防災と復興対策」提言の報告を
もとに、集落復興・集落再建について議論を深めた。



玄界島は福岡県西方沖地震により斜面地
盤が崩落し、居住地のほとんどの住居が大
きな被害を受けた。およそ200世帯が仮設住
宅での生活を余儀なくされ、県、市では全戸
建て替えの集落再建計画を構築中である。
同様の問題は新潟県中越地震でも起きてい
る。農山漁村ではさまざまな自然災害により
これまでも大きな被害を受け、集落再建を
余儀なくされてきた。いつ起こるかわからな
い自然災害に対し、より安全な集落整備を
すすめるとともに、万が一集落再建を余儀
なくされた場合の計画技術の研鑽も怠るこ
とはできない。このアイデアコンペは、福岡
県玄界島または新潟県中越、あるいはその
他の自然災害を受けた農山漁村集落を取り
上げ、より安全で、地形や風土に調和し、地
域コミュニティに配慮した集落再建計画の提
案を期待している。

06年度日本建築学会技術部門設計競技
アイデアコンペ

自然災害で居住地が甚大な被害を受けた農山漁村集落の再建計画

6月
15日
締
切



新潟県中越モデル



福岡県玄界島モデル



テーマおよび主旨 内容および担当者

司 会 ：三橋伸夫 （宇都宮大学）予定
副司会 ：内田文雄 （山口大学）予定
記 録 ：後藤隆太郎 （佐賀大学）予定

－テーマ－
自然災害で居住地が甚大な被害を受けた農山漁村集
落の再建計画

内 容 発 言 者 時間 PC、
OHP
使用

－主旨－(100字以内厳守)
福岡県西方沖地震や新潟県中越地震を始め、台風、
豪雨、大雪、津波、噴火などの自然災害で農山漁村
集落は大きな被害を受けてきた。いつ起こるかわか
らない自然災害に対し、より安全な集落整備をすす
めるとともに、万が一集落再建を余儀なくされた場
合の計画技術の研鑽も怠ることはできない。06年度
技術部門設計競技では表題の集落再建アイデアコン
ペを実施する。本ＰＤでは、第1部でコンペの審査
報告を行い、第2部で被災地の復興・再建の現況と
課題について報告をいただき、集落復興・再建計画
技術について議論を深める。

第1部：06年度技術部門設計競技表彰式
（1）審査報告
（2）表彰式
.
第2部：パネルデスカッション
（1）主旨説明
（2）入賞者プレゼンテーション

(3)新潟県中越における復興計画
(4)福岡県玄界島における復興計画
(5)仮題・災害事例報告
（6）農山漁村集落の防災性向上と復興対策
提言
3.討 論
4.まとめ

未定
伊藤庸一（日本工業大学
）
入賞者
三井所清典（予定）
岡田知子（西日本工業大
学）
未定
重村力（予定）
河野泰治（予定）

10
10

10
20
20
20
20
20
40
10

すべ
てPC

06年度大会PD

06年9月7日（木）9:15～12:00

甚大な被害を受けた
農山漁村集落の再建を考える

農村本委＋特別研究委



主な活動5

中国・青島には、19世紀末のドイツ進駐
下で都市計画が制定され、現在の青島
市旧市街の基本構造になっている。当時、
すでにいくつかの街区で建設が始まった。
20世紀初頭、日本が青島に進駐したが、
都市計画の基本は踏襲され、都市計画
に基づいた建設が続行された。中国復権
後も、歴史街区は引き継がれてきたが、
都市開発が急展開している。そこで、青

島理工大学、青島歴史建築保存協
会ほかの参加のもとで、現地調査に
基づいた調査成果を報告し、町並み保存
について意見交換をした。

中国・青島の歴史街区の保存を考える
公開研究会 06年2月 中国・青島理工大学

集住文化小委

四方路

海泊路

高密路

Ａ街区ー東面立面図
1903年：ドイツ時代　

Ｅ街区ー東面立面図
　　日本時代　

0 2 4 6 8 10
(m)



主な活動6
農村計画研究の新しい動き
公開研究会 06年3月 学会会議室

本委＋関東支部農村建築専門委

最近5年分の博士論文・修士論文90テーマを収録

農村の有する資源が多角的な視点から評価されるなかで、それら
を取り巻く研究も多様化している。そこで、近年の博士論文をテー
マに、論文の概要とその後の取り組みを紹介していただき、いま
注目されている農村計画研究について語るとともに、農村計画が
目指すビジョンについて意見交換をした。

北海道大会より、若手研究の顕彰と最新の研究関心を把握す
るため、各セッションから一押し発表の推薦、およびポス
ターセッションを農村計画ホームページに掲載 →若手育成



主な活動7

―都市近郊農林地の再生に向けた胎動と計画システム転換の課題―

里山・里地の荒廃と再生
シンポジウム 06年3月 千葉大学

農村計画システム小委

「里山を未来に引き継ぐために―千葉県
の里山の現状と里山条例」

「里山の再生に向けた展望 」
「里山の荒廃と産廃」

「尼崎市における農的環境を生か
したまちづくり」

「市街地区域における農地の市民
的利用」
について報告を受け、近郊農林地
の課題とあり方、再生について議論を深
めた



06年度・新体制へ

農村計画情報交流小委員会
農村計画システム小委員会

田園建築・景観デザイン小委員会
農村エコシステム小委員会
集住文化小委員会

ラーバンデザイン小委員会
環境教育研究会

本委員会／70定年・2期4年を勘案し、交替／35名

被災集落支援計画小委員会

中山間地域組織小委員会

農山漁村景観保存小委員会

農村居住小委員会

集落共生デザイン小委員会
環境教育出版wg

田園空間計画小委員会
ラーバンデザイン出版wg

時代を見据え

新たな課題を展望
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